マイセツ サレタ チョウシャク カンロ ノ リキガク キョドウ ト セッケイホウ ニ カンスル ケンキュウ by 八谷, 誠
氏 名 八 谷   誠 
学 位 の 種 類 博   士（工  学） 
学 位 記 番 号 第4778号 
学位授与年月日 平成17年12月26日 
学位授与の要件 学位規則第4条第2項該当者 
学 位 論 文 名 埋設された長尺管路の力学挙動と設計法に関する研究 
論文審査委員 主査 教 授 東 田   淳   副査 教 授 北 田 俊 行 
 副査 教 授 山 田   優 
 
 
























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 ガス管や水道管などの地中埋設管路は長く延びる線状構造物であるので、管路に沿って地盤が均一であるこ
とはまれである。よって埋設管路が地盤の不同沈下の影響を受けることは避けられず、これが原因となって管
路の破損がしばしば生じている。ところが、地盤の不同沈下が惹起する管路の力学挙動（土庄と変形）の解明
が進んでいないため、管路の軸方向に沿った挙動に関する設計法も十分には整備されていないのが実情である。 
 本論文の著者は、まず２例の水道管破損事故の原因究明を通じて、埋設長尺管路の力学挙動の実態を調べ、
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これらの破損事故が地盤の不同沈下によって生じたことを実験と解析によって解明し、これまで管体の腐食に
よって生じたと解釈されてきた同様の破損事故に対して異なるメカニズムを新しく提示している。 
 次いで、地盤が不同沈下した時の管路挙動を遠心加速度場の降下床実験によって調べている。その結果、管
路に働く鉛直土圧とせん断土圧、および管路の曲げひずみと鉛直変位量の管路軸に沿う分布が不同沈下量の増
大に伴って非線形に変化することを確認し、この現象を地盤に発生する滑り面の発達過程から明解に説明して
いる。また、地盤条件、管路の剛性、および管路の埋設深さをパラメトリックに変化させた実験を行って、こ
れらの要因の感度を明らかにしている。 
 さらに、弾性床上の梁理論を用いて、不同沈下の増大に伴う管路挙動の予測モデルを開発し、設計法として
提案している。この提案設計法と現行設計法の両者による予測計算結果と遠心模型実験結果との照合、および
両設計法による多数の計算例の比較から、提案設計法が実験で判明した不同沈下量の増大に伴う管路挙動の非
線形変化と地盤条件等の違いの影響を良好に近似でき、現行設計法よりも優れていることを確認している。 
 以上のように、本論文の著者は、地盤の不同沈下が惹起する地中埋設管路の力学挙動を解明し、実際の管路
挙動を反映し得る合理的設計法の開発に成功している。これらの成果は、地盤工学および土木施工学の発展に
寄与するところが大きい。よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認め
る。 
 
